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情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

の
利
活
用
は
、
我
が
国
の
社

会
の
様
々
な
分
野
で
め
ざ
ま

し
い
発
展
が
み
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
水
産
業
に
お
け

る
成
長
産
業
化
や
国
際
競
争

力
の
強
化
を
図
る
上
で
も
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

昨
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
平
成
２９
年
度
を
初
年
度
と

す
る
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
の
重
点
課
題
の
推
進
に
お

い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

漁
港
漁
場
施
設
の
管
理
の
高

度
化
や
機
能
保
全
の
効
率
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
明
記

さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
６
月

に
水
産
庁
は
、
優
先
し
て
取

り
組
む
技
術
課
題
と
技
術
開

発
の
テ
ー
マ
を
「
漁
港
漁
場

整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る

技
術
開
発
の
方
向
」
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ

い
て
は
、
漁
港
漁
場
整
備
等

へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
及
び
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
を
活
用
し
、
漁
港
施
設

や
漁
場
の
管
理
の
高
度
化
、

漁
港
施
設
の
機
能
保
全
及
び

漁
場
管
理
の
効
率
化
、
施
工

の
効
率
化
に
取
り
組
む
こ
と

が
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
日
本

水
産
工
学
会
（
会
長
・
大
竹

臣
哉
福
井
県
立
大
学
教
授
）

は
、
東
京
海
洋
大
学
先
端
科

学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共

催
に
よ
り
、
５
月
１４
日
午
前

１０
時
か
ら
東
京
海
洋
大
学
品

川
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鷹
館
に
お

い
て
、
「
漁
港
漁
場
分
野
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
現
状

と
技
術
開
発
・
導
入
の
課

題
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
１３
の
講
演
が
行
わ

れ
、
そ
の
う
ち
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
牧
会

長
に
よ
る
「
漁
港
情
報
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
と
施
設
の
管

理
運
営
」
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。

橋
本
会
長
が
漁
港
情
報
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
で
講
演

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
約

２
３
０
名
が
参
加
し
、
冒
頭

挨
拶
に
立
っ
た
大
竹
臣
哉
会

長
は
、
「
日
本
水
産
工
学
会

は
、
水
産
工
学
に
関
す
る
技

術
の
進
歩
や
漁
場
環
境
の
保

全
・
創
造
に
関
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。本
日
は
、漁
港

や
漁
場
分
野
で
の
調
査
・
解

析
に
か
か
る
す
ば
ら
し
い
技

術
に
関
す
る
報
告
と
総
合
討

論
を
予
定
し
て
お
り
、
中
身

の
濃
い
内
容
に
な
る
こ
と
を

祈
念
す
る
。」と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
中
泉
昌
光
同
セ

ン
タ
ー
特
任
教
授
が
開
催
趣

旨
と
し
て
、「
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
漁
港
漁
場
分
野
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
研
究
開
発

や
運
用
な
ど
の
最
新
の
発
表

と
と
も
に
、
技
術
開
発
や
導

入
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題

や
対
応
に
つ
い
て
議
論
を
深

化
さ
せ
、
漁
港
漁
場
整
備
の

推
進
と
漁
業
地
域
の
再
生
に

向
け
た
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
に

結
び
つ
け
た
い
」
と
説
明
し

た
。最

初
に
、
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
整
備
課
の
不
動
雅

之
課
長
補
佐
が
「
漁
港
漁
場

整
備
事
業
の
推
進
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
方
向
性
」
と

題
し
て
、
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
等
を
推

進
す
る
上
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
重
要

性
に
つ
い
て
、

ま
た
、
漁
港
漁

場
整
備
事
業
の

推
進
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

方
向
性
を
説
明

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
の
講
演
課

題
及
び
説
明
者
は
、
以
下
の

と
お
り
。

（
第
１
部
漁
港
漁
村
関
係
）

・
漁
港
情
報
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
と
施
設
の
管
理
運
営‥

橋
本
牧
（
（
公
社
）
全
国
漁

港
漁
場
協
会
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
漁
港
施
設
点
検
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
運
用‥

奥
野
正

洋
（
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁

村
総
合
研
究
所
）

・
漁
港
施
設
等
の
維
持
管
理

に
お
け
る
Ｕ
Ａ
Ｖ
活
用
の
方

向
性‥

金
井
紀
暁
（
ア
ル
フ

ァ
水
工
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

・
音
響
機
器
を
用
い
た
水
中

可
視
化
技
術
の
水
産
分
野
へ

の
応
用
（
古
殿
太
郎‥

い
で

あ
株
式
会
社
）

・
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ボ
ー
ト
を
用

い
た
桟
橋
上
部
工
下
面
の
点

検
・
診
断
シ
ス
テ
ム
と
そ
の

運
用‥

本
山
昇
（
五
洋
建
設

株
式
会
社
）

・
漁
港
港
湾
工
事
に
お
け
る

作
業
船
位
置
・
回
航
・
気
象

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運

用‥

長
野
晋
平
（
公
立
は
こ

だ
て
未
来
大
学
）

・
漁
港
の
管
理
運
営
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
（
国
内
外
事

例
の
分
析
よ
り
）‥

中
泉
昌

光
（
東
京
海
洋
大
学
）

・
総
合
討
論

（
第
２
部
漁
場
関
係
）

・
石
材
投
入
施
工
管
理
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
マ
ウ
ン
ド

礁
築
造
技
術‥

加
藤
直
幸

（
東
洋
建
設
株
式
会
社
）

・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
搭

載
漁
船
の
操
業
記
録
か
ら
み

た
人
工
魚
礁
の
利
用
実
態

（
長
崎
県
沿
岸
域
で
の
事
例
）

‥

桑
本
淳
二
（
水
産
土
木
建

設
技
術
セ
ン
タ
ー
長
崎
支

所
）

・
漁
業
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
漁
場
環
境
情
報
の
一
元
化

シ
ス
テ
ム
の
自
主
開
発
と
運

用‥

高
坂
祐
樹
（
青
森
産
技

水
産
総
合
研
究
所
）

・
漁
場
施
設
情
報
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
活
用
方
策‥

伊
藤
靖

（
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村

総
合
研
究
所
）

・
漁
業
者
が
活
用
し
て
い
る

マ
ナ
マ
コ
資
源
管
理
支
援
シ

ス
テ
ム
と
そ
の
展
開‥

佐
野

稔
（
北
海
道
立
総
合
研
究
機

構
稚
内
水
産
試
験
場
）

・
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
広
域

藻
場
分
布
の
把
握
手
法‥

佐

藤
允
昭
（
水
産
工
学
研
究
所
）

・
総
合
討
論

「
漁
港
情
報
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
と
施
設
の
管
理
運
営
」

の
講
演
概
要

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
、
平
成
２９
年
か
ら
、

各
県
へ
の
直
接
説
明
、
研
修

会
、
漁
港
協
会
総
会
等
で
の

講
演
等
に
よ
り
、
施
設
情
報

を
電
子
化
し
て
運
営
・
活
用

す
る
こ
と
の
重
要
性
や
漁
港

台
帳
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、

漁
港
情
報
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ

ム
の
内
容
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
①
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
か
ら
、
漁
港
台
帳

や
設
計
関
係
の
デ
ー
タ
を
電

子
化
し
、
安
全
な
場
所
に
「
保

管
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
た
こ
と
②
技
術
者
不

足
等
か
ら
、
施
設
の
維
持
管

理
部
門
の
省
人
化
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
、
施
設
情

報
の
合
理
的
な
管
理
が
必
要

に
な
る
こ
と
③
漁
港
事
業
の

高
度
化
に
よ
り
、
運
営
管
理

や
施
設
の
機
能
保
全
の
た
め

の
様
々
な
施
設
情
報
や
点
検

結
果
を
合
理
的
に
保
存
管
理

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
こ
と
等
に
よ
る
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
施
設

台
帳
は
、
漁
港
管
理
者
で
あ

る
都
道
府
県
、
市
町
村
ご
と

に
調
整
さ
れ
、
管
理
さ
れ
て

い
る
が
、
詳
細
な
記
載
内
容

は
漁
港
管
理
者
ご
と
に
異
な

っ
て
お
り
、
他
の
管
理
者
の

デ
ー
タ
を
閲
覧
・
活
用
で
き

な
い
な
ど
の
問
題
点
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
全
国
漁
港
漁

場
協
会
は
、
漁
港
台
帳
標
準

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
作
成
し
、

漁
港
台
帳
電
子
デ
ー
タ
の
共

通
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

デ
ー
タ
保
管
、ソ
フ
ト
開
発
に

要
す
る
費
用
を
大
幅
に
削
減

で
き
、
複
数
の
漁
港
管
理
者

の
デ
ー
タ
の
集
計
・
分
析
を

可
能
と
し
て
い
る
。ま
た
、漁

港
台
帳
の
デ
ー
タ
と
地
図
情

報
等
と
の
連
携
を
図
る
こ
と

と
し
、
災
害
復
旧
等
へ
の
利

用
の
観
点
か
ら
、
漁
港
台
帳

デ
ー
タ
、
標
準
断
面
図
に
加

え
、
設
計
諸
元
や
施
工
履
歴

等
を
一
体
と
し
た
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
基
本
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
全

国
漁
港
漁
場
協
会
の
サ
ー
バ

ー
に
保
管
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
て
シ
ス
テ
ム
に

接
続
し
、
汎
用
の
ブ
ラ
ウ
ザ

ー
上
で
閲
覧
可
能
な
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
て
い
る
。

な
お
、
デ
ー
タ
の
安
全
性

確
保
の
観
点
か
ら
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
に
一
定

の
制
約
を
か
け
て
い
る
地
方

公
共
団
体
が
あ
る
が
、
水
産

庁
で
は
、
省
人
化
の
た
め
に
、

近
い
将
来
、
漁
港
港
勢
集
、

背
後
集
落
情
報
等
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
作
成
、
国
へ
の
提

出
、
閲
覧
等
を
ク
ラ
ウ
ド
上

で
実
施
す
る
た
め
、
平
成
２９

年
よ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
、
全

て
の
漁
港
管
理
者
で
ク
ラ
ウ

ド
型
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
検

討
さ
れ
る
。
ま
た
、
災
害
等

か
ら
デ
ー
タ
を
護
る
た
め
に

も
、
デ
ー
タ
の
多
重
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
等
、
冗
長
性
の
確
保

が
重
要
で
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ド

型
シ
ス
テ
ム
の
早
急
な
導
入

が
必
要
で
あ
る
。

http : //www.gyokou.or.jp/

（
一
社
）大
日
本
水
産
会
東

日
本
大
震
災
対
策
本
部
の
白

須
敏
朗
本
部
長
（
大
日
本
水

産
会
会
長
）
及
び
構
成
す
る

全
国
漁
港
漁
場
協
会
、
全
国

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、全
国

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合

会
、
全
国
い
か
釣
り
漁
業
協

会
、
海
洋
水
産
シ
ス
テ
ム
協

会
な
ど
２１
の
水
産
関
係
団
体

の
代
表
は
、
４
月
１６
日
か
ら

２０
日
に
か
け
て
政
府
、
与
党

に
対
し
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
本
格
的
復
興
並
び
に
水

産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
要
請
を
行
っ
た
（
本
会
よ

り
橋
本
牧
会
長
他
が
参
加
）。

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年

が
経
過
し
、
国
の
支
援
や
、

被
災
地
の
水
産
関
係
者
の
努

力
等
に
よ
り
、
漁
港
や
漁
船

な
ど
は
相
当
程
度
復
旧
し
た

が
、
被
災
地
沿
岸
で
は
、
水

産
加
工
業
の
失
わ
れ
た
販
路

回
復
の
遅
れ
と
と
も
に
、
近

年
の
イ
カ
、サ
ケ
、サ
ン
マ
と

い
っ
た
主
要
魚
種
の
不
漁
に

よ
る
原
材
料
不
足
や
人
材
不

足
等
の
問
題
に
よ
り
苦
慮
し

て
い
る
。
加
え
て
風
評
被
害

も
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
お

り
、復
旧
・
復
興
は
未
だ
途
半

ば
で
あ
る
。
被
災
地
域
の
一

刻
も
早
い
本
格
的
復
興
の
た

め
水
産
加
工
品
の
販
路
回

復
、
新
規
開
拓
へ
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
水
産
業
全

体
の
成
長
産
業
化
を
図
り
、

地
域
の
振
興
に
資
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
水
産

物
の
輸
出
促
進
、
需
要
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
水
産
資

源
調
査
の
充
実
、
高
齢
化
し

て
い
る
船
の
代
船
健
造
の
促

進
、
不
足
す
る
漁
船
員
の
人

材
確
保
、
加
工
流
通
対
策
な

ど
需
要
供
給
両
面
の
対
策
を

講
じ
る
よ
う
強
く
訴
え
た
。

具
体
的
な
要
請
内
容
は
、

①
被
災
地
水
産
加
工
業
の
販

路
回
復
・
開
拓
、
②
風
評
被

害
対
策
③
水
産
物
輸
出
促
進

・
需
要
拡
大
、
④
人
材
確
保

・
育
成
対
策
の
強
化
⑤
国
際

競
争
力
の
あ
る
漁
船
の
建
造

・
確
保
⑥
資
源
の
持
続
性
の

確
保
。

要
請
先
は
次
の
通
り
。

（
農
林
水
産
省
）

・
齊
藤
健
農
林
水
産
大
臣

・
長
谷
成
人
水
産
庁
長
官

（
復
興
庁
）

・
吉
野
正
芳
復
興
大
臣

（
自
民
党
）

・
浜
田
靖
一
自
民
党
水
産
総

合
調
査
会
会
長

・
江
島
潔
自
民
党
水
産
部
会

長・
石
破
茂
水
産
基
本
政
策
委

員
会
委
員
長

・
鈴
木
俊
一
水
産
政
策
推
進

議
員
協
議
会
会
長
（
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
担
当
大
臣
）

平
成
３０
年
度
の
漁
港
漁
場

関
係
事
業
優
良
請
負
者
の
表

彰
式
が
、
５
月
１０
日
午
後
１

時
か
ら
水
産
庁
長
官
室
で
行

わ
れ
、
長
谷
成
人
長
官
か
ら

農
林
水
産
大
臣
表
彰
状
と
水

産
庁
長
官
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

こ
の
表
彰
は
、
漁
港
漁
場

関
係
事
業
へ
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
漁
港
漁
場
建

設
技
術
の
向
上
を
図
り
、
漁

港
漁
場
関
係
事
業
の
円
滑
な

実
施
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
他
の
模
範
に

足
る
功
績
を
残
し
た
請
負
者

に
対
し
授
与
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
、
表
彰
さ
れ
た
請

負
者
は
次
の
通
り
。

【
農
林
水
産
大
臣
表
彰
】

㈱
菅
原
組
（
代
表
取
締
役
・

菅
原
修
、
北
海
道
）
、
松
浦

建
設
㈱
（
代
表
取
締
役
・
河

野
義
也
、
宮
崎
県
）
、
南
生

建
設
㈱
（
代
表
取
締
役
・
川

畑
俊
彦
、
鹿
児
島
県
）

【
水
産
庁
長
官
表
彰
】

㈱
松
本
組
（
代
表
取
締
役
社

長
・
大
越
雄
司
、北
海
道
）、㈱

青
洋
建
設
（
代
表
取
締
役
社

長
・
高
橋
昭
子
、青
森
県
）、㈱

金
田
建
設
（
代
表
取
締
役
社

長
・
金
田
隆
徳
、島
根
県
）、㈱

池
間
組
（
代
表
取
締
役
・
池
間

誠
、
福
岡
県
）
、
博
多
港
管
理

㈱
（
代
表
取
締
役
・
大
原
剛

毅
、
福
岡
県
）
、
東
豊
海
事

建
設
㈱
（
代
表
取
締
役
・
森

�
豪
、
大
分
県
）、㈱
山
崎
産

業
（
代
表
取
締
役
社
長
・
山
�

司
、
宮
崎
県
）
、
㈱
谷
口
重
機

建
設
（
代
表
取
締
役
・
谷
口
信

幸
、
宮
崎
県
）
、
吉
留
建
設

㈱
（
代
表
取
締
役
・
岩
�
敏

郎
、
鹿
児
島
県
）
、
㈱
喜
屋

武
建
設
（
代
表
取
締
役
、
喜

屋
武
一
仁
、
沖
縄
県
）

平成３０年５月１５日 発行
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Ｃ
Ｔ
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催
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（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
（
長
野
章
会
長
）は
、

５
月
１０
日
午
後
４
時
３０
分
か

ら
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お

い
て
平
成
３０
年
度
定
時
総
会

を
開
催
し
た
。
総
会
に
先
立

ち
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
漁

港
漁
場
関
係
事
業
優
良
請
負

者
と
し
て
水
産
庁
で
表
彰
さ

れ
た
１３
社
に
対
す
る
記
念
品

の
贈
呈
と
、
協
会
表
彰
受
賞

者
と
し
て
５２
名
に
対
す
る
表

彰
が
行
わ
れ
た
。

総
会
で
は
、
平
成
２９
年
度

収
支
決
算
、
平
成
３０
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
等

が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
の
６
時
か
ら

は
、
同
ホ
テ
ル
に
お
い
て
約

４
０
０
名
の
参
加
を
得
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
、
長
野
会
長
か
ら
、

「
全
日
本
漁
港
建
設
協
会
は
、

昭
和
５３
年
６
月
に
設
立
さ

れ
、
今
年
で
４０
周
年
を
迎
え

た
。
最
近
の
１０
年
間
を
振
り

返
る
と
試
練
の
１０
年
間
で
あ

り
、
ま
た
、
こ
れ
を
克
服
す

る
１０
年
間
で
も
あ
っ
た
。
当

協
会
は
漁
港
建
設
業
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
て
お
り
、

今
後
１０
年
間
は
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
則
り
、
皆
様
と
と
も
に

輝
か
し
い
未
来
を
築
き
あ
げ

て
い
き
た
い
。
」
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
来
賓
と

し
て
ご
出
席
頂
い
た
藤
丸
敏

衆
議
院
議
員
、
吉
川
ゆ
う
み

参
議
院
議
員
、
宮
澤
博
行
衆

議
院
議
員
、
鈴
木
俊
一
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
担
当
大

臣
、
進
藤
金
日
子
参
議
院
議

員
、
木
村
次
郎
衆
議
院
議
員
、

井
林
辰
憲
衆
議
院
議
員
、
冨

岡
勉
衆
議
院
議
員
な
ど
多
数

の
来
賓
か
ら
の
ご
挨
拶
が
あ

っ
た
。

乾
杯
は
全
日
本
漁
港
建
設

協
会
の
坂
井
淳
参
与
に
よ
り

行
わ
れ
、
町
田
周
一
副
会
長

に
よ
る
中
締
め
の
挨
拶
ま
で

の
間
、
和
や
か
な
懇
談
が
続

い
た
。

平
成

３０

年

４

月

２６

日

（
木
）
、
農
林
水
産
省
７
階

講
堂
に
お
い
て
「
第
１７
回
漁

港
漁
場
関
係
事
業
担
当
者
会

議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
全
国
の
災

害
復
旧
事
業
関
係
及
び
検
査

関
係
の
担
当
者
を
対
象
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
４０
都
道
府
県
及

び
関
係
団
体
の
関
係
者
が
約

１
６
５
名
参
加
し
開
催
さ
れ

た
。会

議
は
、
災
害
部
門
と
検

査
部
門
（
都
道
府
県
関
係
者

の
み
参
加
）
と
に
分
け
て
行

わ
れ
、
災
害
部
門
の
会
議
で

は
、
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
岡
貞
行
部
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
防
災
漁
村

課
、
国
土
交
通
省
国
土
政
策

局
、
環
境
省
水
・
大
気
環
境

局
の
担
当
官
よ
り
資
料
に
基

づ
く
説
明
が
行
わ
れ
た
。

先
ず
、
浅
川
典
敬
水
産
施

設
災
害
対
策
室
長
か
ら
「
水

産
関
係
施
設
災
害
対
策
の
動

向
」に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

①
最
近
の
災
害
の
発
生
状
況

と
し
て
、
平
成
２９
年
は
２９
の

災
害
に
よ
り
８６
億
９４
百
万
円

の
被
害
が
あ
り
こ
の
う
ち
約

７
割
が
台
風
２１
号
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
説
明

さ
れ
た
。
②
水
産
施
設
災
害

対
策
室
は
、
２４
時
間
体
制
で

対
応
（
災
害
対
策
室
の
防
災

携
帯
電
話
を
紹
介
）
し
て
お

り
、
東
京
２３
区
震
度
５
強
以

上
、
他
地
域
震
度
６
弱
以
上
、

大
津
波
警
報
で
登
庁
す
る
こ

と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
③
災
害
発
生
初
期
段
階

で
の
早
期
啓
開
の
た
め
の
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
漁

港
管
理
者
と
地
域
の
漁
港
に

精
通
し
た
建
設
業
団
体
等
と

で
締
結
す
る
「
漁
港
防
災
協

定
」
に
つ
い
て
、
現
在
３
／

４
の
県
で
締
結
済
み
で
あ

り
、
未
締
結
県
は
早
急
な
締

結
が
要
請
さ
れ
た
。
ま
た
、

締
結
済
み
の
県
に
お
い
て

は
、
広
域
連
携
協
定
の
締
結

が
要
請
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

担
当
者
か
ら
以
下
の
項
目
に

つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
き
、

詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

Ⅰ

水
産
関
係
施
設
の
災
害

対
策
に
つ
い
て

・
水
産
業
被
害
の
報
告
に
つ

い
て

・
漁
港
関
係
等
災
害
復
旧
事

業
の
概
要
と
予
算
に
つ
い
て

・
水
産
関
係
公
共
土
木
施
設

等
災
害
復
旧
マ
ニ
ュ
ア
ル
及

び
再
調
査
に
つ
い
て

・
災
害
対
策
等
緊
急
事
業
推

進
費
に
つ
い
て

Ⅱ

大
規
模
災
害
時
の
効
率

化
（
簡
素
化
）
及
び
説
明
会

の
日
程
に
つ
い
て

Ⅲ

海
洋
ゴ
ミ
問
題
へ
の
取

組
に
つ
い
て

（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技

術
研
究
会
は
、
６
月
２９
日

（
金
）
に
東
京
都
千
代
田
区

の
エ
ッ
サ
ム
本
社
ビ
ル
３
階

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
第
５
回

定
時
総
会
を
開
催
し
、
総
会

終
了
後
に
、
「
超
ス
マ
ー
ト

社
会
と
水
産
技
術－

方
向
性

と
課
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
会
を
行
う
。
講
師
は
、

水
産
研
究
に
長
年
携
わ
り
、

水
産
行
政
に
も
詳
し
い
水
産

研
究
・
教
育
機
構
理
事
の
和

田
時
夫
氏
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
活
用
に
よ
る
持
続
可
能
な

社
会
（
超
ス
マ
ー
ト
社
会
）

の
実
現
を
目
指
し
た
取
り
組

み
が
進
行
す
る
中
、
超
ス
マ

ー
ト
社
会
に
お
い
て
、
食
料

生
産
を
含
む
生
態
系
の
サ
ー

ビ
ス
機
能
の
維
持
・
発
揮
を

は
じ
め
と
し
て
、
水
産
業
が

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
そ

の
実
現
へ
向
け
て
、
研
究
開

発
や
基
盤
整
備
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
特
に
、
水
産
業
の

成
長
産
業
化
や
国
際
競
争
力

の
向
上
へ
向
け
て
具
体
的
に

何
が
で
き
る
か
、
人
口
減
少

や
高
齢
者
の
増
加
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
応
策
が
考
え

ら
れ
る
か
な
ど
、
そ
の
方
向

性
と
課
題
に
つ
い
て
、
他
分

野
や
他
業
種
と
の
連
携
・
協

働
の
必
要
性
や
可
能
性
を
含

め
た
講
演
を
予
定
し
て
い

る
。講

演
会
は
定
時
総
会
終
了

後
の
午
後
５
時
か
ら
で
、
参

加
費
は
無
料
。

北
海
道
漁
港
漁

場
協
会
（
会
長
・

�
橋
昌
幸
神
恵
内

村
長
）
は
、
４
月

２５
日
午
後
２
時
か

ら
札
幌
市
内
の
ホ

テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ

ー
札
幌
に
お
い

て
、
第
６５
回
通
常

総
会
を
開
催
し

た
。

冒
頭
、
�
橋
会
長
か
ら
、

「
国
の
水
産
基
盤
整
備
予
算

は
７
０
０
億
円
と
な
り
、
本

道
に
つ
い
て
は
事
業
費
ベ
ー

ス
で
３
１
０
億
円
が
確
保
さ

れ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
。

北
海
道
は
、
近
年
、
漁
業

生
産
が
著
し
く
減
少
し
て
お

り
、
裾
野
の
広
い
水
産
業
の

頂
点
に
位
置
し
て
い
る
漁
業

を
支
え
る
漁
港
や
漁
村
は
、

漁
業
生
産
の
場
の
み
な
ら
ず

多
面
的
な
機
能
を
有
し
て
お

り
、
ま
た
、
水
産
業
は
私
た

ち
の
健
康
と
豊
か
な
食
生
活

の
実
現
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漁

業
を
営
む
漁
村
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
最
も
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、

漁
港
利
用
の
高
度
化
や
沿
岸

漁
場
の
造
成
等
に
よ
る
漁
業

生
産
の
確
保
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

今
年
は
北
海
道
が
命
名
さ

れ
て
か
ら
１
５
０
年
の
節
目

に
当
た
り
、
協
会
と
し
て
は

国
や
道
の
施
策
の
よ
り
一
層

の
推
進
と
浜
の
皆
さ
ん
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
強
力
に
取
り
組
ん
で

参
る
考
え
な
の
で
、
水
産
庁
、

北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層

の
支
援
を
お
願
い
す
る
。
」

と
挨
拶
し
た
。

次
い
で
、
来
賓
の
水
産
庁

岡
貞
行
漁
港
漁
場
整
備
部
長

（
代
理
・
山
本
竜
太
郎
整
備

課
長
）
、
圓
山
満
久
北
海
道

開
発
局
農
業
水
産
部
長
、
幡

宮
輝
雄
北
海
道
水
産
林
務
部

長
（
代
理
・
生
田
泰
水
産
基

盤
整
備
担
当
局
長
）
、
橋
本

牧
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
述
べ
た

こ
の
中
で
、
橋

本
会
長
は
、
漁
村
の
賑
わ
い

に
つ
い
て
、
「
浜
の
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
、
賑
わ
い
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

議
事
に
先
立
ち
行
わ
れ
た

漁
港
愛
護
優
良
団
体
の
表
彰

式
で
は
、
一
般
表
彰
（
新
た

に
受
賞
す
る
団
体
）７
団
体
、

特
別
表
彰
（
長
年
に
亘
り
活

動
を
継
続
し
、
他
の
模
範
と

な
る
団
体
）
５
団
体
に
表
彰

盾
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

総
会
議
案
の
審
議
は
�
橋

会
長
を
議
長
と
し
て
行
わ

れ
、
平
成
２９
年
度
事
業
報
告

及
び
歳
入
歳
出
決
算
、
平
成

３０
年
度
会
費
等
負
担
基
準

（
案
）
、
平
成
３０
年
度
事
業

計
画
（
案
）
及
び
歳
入
歳
出

予
算
（
案
）
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
全
国
漁
港
漁
場
大

会
を
平
成
３２
年
に
函
館
市
で

開
催
す
る
よ
う
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
に
要
請
し

て
い
く
こ
と
が
決
め
ら
れ

た
。任

期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
に
つ
い
て
は
、
３７
名
（
理

事
３３
名
、
監
事
４
名
）
の
役

員
が
承
認
さ
れ
、
会
長
に
は

�
橋
昌
幸
神
恵
内
村
長
、
副

会
長
に
は
石
山
英
雄
松
前
町

長
、
村
�
優
広
尾
町
長
、
深

山
和
彦
ウ
ト
ロ
漁
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
、
専
務

理
事
に
は
�
須
賀
茂
之
氏
が

再
任
さ
れ
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
に
三

役
が
高
橋
は
る
み
北
海
道
知

事
を
訪
問
し
、
役
員
改
選
な

ど
の
総
会
の
結
果
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
全
国
漁
港
漁

場
大
会
の
北
海
道
開
催
に
向

け
た
支
援
を
要
請
し
た
。

（
公
社
）全

国
漁
港
漁
場

協
会
と
全
国

漁
港
海
岸
防

災
協
会
は
、

水
産
庁
の
後

援
（
予
定
）、

（
一
財
）
漁

港
漁
場
漁
村

総
合
研
究
所

及
び
（
一
社
）

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
の
協
賛
で
「
２
０
１
８
漁

港
漁
場
漁
村
海
岸
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
」を
行
う
こ
と
と
し
、

作
品
の
募
集
を
６
月
上
旬
か

ら
開
始
す
る
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
美

し
い
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・

海
岸
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と

し
、
写
真
を
通
じ
海
や
漁
業

及
び
漁
港
・
漁
場
・
海
岸
の

現
状
、
漁
村
環
境
の
実
態
等

を
広
く
知
ら
せ
る
と
と
も

に
、
水
産
業
・
漁
村
の
役
割

や
重
要
性
、
漁
港
・
漁
場
・

漁
村
・
海
岸
の
整
備
促
進
の

必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
求

め
、
我
が
国
水
産
業
、
漁
村

の
振
興
、
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も

の
。応

募
要
領
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
。

◆
応
募
資
格

特
に
な
し

◆
応
募
作
品

・
未
発
表
の
作
品
で
漁
港
・

漁
場
・
漁
村
・
海
岸
に
関
係

し
た
も
の
（
働
く
漁
民
、
四

季
や
時
間
で
変
化
す
る

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・

海
岸
の
風
景
、
海
の
環

境
、
生
物
の
生
態
、
漁

村
の
暮
ら
し
、
漁
港
や

漁
村
で
の
祭
り
、
催
し

な
ど
）

・
作
品
は
キ
ャ
ビ
ネ
版

以
上
の
カ
ラ
ー
ま
た
は

モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
で

組
写
真
可
（
自
然
な
姿

を
デ
ジ
タ
ル
加
工
で
修
正
し

た
写
真
な
ど
は
不
可
）

◆
締
切
日

平
成
３０
年
８
月
２０
日
（
当
日

消
印
有
効
）

◆
入
賞
作
品

・
特
選
１
席＝

農
林
水
産
大

臣
賞
（
１
点
）

・
特
選
２
席＝

水
産
庁
長
官

賞
（
１
点
）

・
特
選
３
席＝

（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
長
賞
、
全

国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
長

賞
、
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁

村
総
合
研
究
所
理
事
長
賞
、

（
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
（
各

１
点
）

・
入
選
（
５
点
）

・
佳
作
（
１０
点
）

な
お
、
入
賞
者
に
は
審
査

員
奨
励
賞
を
差
し
上
げ
ま

す
。

◆
応
募
先
（
問
合
せ
先
）

〒
１
０
７
―
０
０
５
２

東
京
都
港
区
赤
坂
１
―
９
―

１３
三
会
堂
ビ
ル
８
階

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
「
漁
港
漁
場
漁
村
海
岸

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０３
―
５
１
１
４
―
９

９
８
１

応
募
要
領
の
詳
細
は
、

h
ttp

:
//w

w
w

.g
y
o
k
o
u
.o

r.

jp
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
６
日
（
金
）

岩
手
県
農
林
水
産
部
漁
港
担
当

技
監
岩
渕
和
弘
氏
、
同
部
漁
港
漁

場
課
主
査
�
師
拓
也
氏
、
岩
手
県

漁
港
漁
村
協
会
専
務
理
事
大
村
益

男
氏千

葉
県
農
林
水
産
部
水
産
局

漁
港
課
長
江
澤
和
夫
氏

４
月
９
日
（
月
）

北
海
道
水
産
林
務
部
水
産
局

漁
港
漁
村
課
長
相
原
正
樹
氏
、
同

局
漁
港
漁
村
課
漁
港
漁
村
計
画
グ

ル
ー
プ
主
幹
野
田
勝
彦
氏
、
同
課

海
岸
漁
港
事
業
グ
ル
ー
プ
主
幹
山

本
明
宏
氏
、
同
課
海
岸
漁
港
事
業

グ
ル
ー
プ
主
査
（
漁
港
建
設
）
山

川
孝
氏
、
同
課
海
岸
漁
港
事
業
グ

ル
ー
プ
主
査
（
防
災
海
岸
）
後
藤

毅
治
氏

４
月
１０
日
（
火
）

三
重
県
農
林
水
産
部
水
産
基
盤

整
備
課
長
福
田
渡
氏
、
同
課
漁
港

・
海
岸
整
備
班
副
参
事
兼
課
長
補

佐
兼
班
長
吉
田
博
和
氏
、
同
課
水

産
基
盤
管
理
班
長
三
浪
正
人
氏

４
月
１２
日
（
木
）

岩
手
県
農
林
水
産
部
漁
港
漁
村

課
総
括
課
長
阿
部
幸
樹
氏

４
月
１３
日
（
金
）

北
海
道
水
産
林
務
部
長
幡
宮
輝

雄
氏
、
同
部
水
産
局
漁
業
管
理
課

長
矢
本
諭
氏
、
北
海
道
東
京
事
務

所
漁
政
課
主
査
（
水
産
林
務
）
有

馬
一
幸
氏

４
月
１９
日
（
木
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
会

長
、
佐
治
総
務
部
長
は

宮
城
県
へ
出
張

４
月
２３
日
（
月
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

金
刺
主
幹
は
千
葉
県
へ
出
張

４
月
２４
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
会
長

は
茨
城
県
へ
出
張

４
月
２５
日
（
水
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
会
長

は
北
海
道
へ
出
張

コンクールのチラシ

������	
�� �
�

～
創
立
４０
周
年
を
迎
え
た
全
日
本
漁
港
建
設
協
会
～

平 成
３０年度

定
時
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

２２００１１８８漁漁港港漁漁場場漁漁村村
海海岸岸写写真真ココンンククーールル

超スマート社会と
水産技術で講演会

漁港漁場新技術研究会

作
品
募
集

漁 港 漁 場 月 報

開開
催催
案案
内内

第
１７
回
漁
港
漁
場
関
係
事
業

担
当
者
会
議
開
催
さ
れ
る

北北海海道道漁漁港港漁漁場場協協会会
がが通通常常総総会会をを開開催催

自
４
月
１
日

漁漁
港港
往往
来来

至
４
月
３０
日

高橋はるみ知事（左
から３人目を訪問

�����


